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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年３月期第２四半期  4,660  △1.4  163  31.1  140  41.0  67  △37.5

25年３月期第２四半期  4,729  △11.4  124  －  99  －  107  －

（注）包括利益 26年３月期第２四半期 60百万円（ ％） △33.6   25年３月期第２四半期 90百万円 （ ％） －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

26年３月期第２四半期  11.61  －

25年３月期第２四半期  18.03  －

(注)26年３月期第１四半期連結会計期間より、表示方法の変更を行ったため、25年３月期第２四半期連結累計期間について当該表示方法の変更

を遡及適用し、組替後の数値を記載しております。また、25年３月期第２四半期連結累計期間の対前期増減率は、25年３月期第２四半期連結累

計期間と24年３月期第２四半期連結累計期間に遡及適用した組替後の数値に基づいて算定しております。

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

26年３月期第２四半期  11,187  3,342  29.8  575.32

25年３月期  10,891  3,340  30.6  574.94

（参考）自己資本 26年３月期第２四半期 3,342百万円   25年３月期 3,340百万円 

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

25年３月期  － 0.00 － 10.00  10.00

26年３月期  － 0.00     

26年３月期（予想）     － 10.00  10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  8,500  △8.7  400  16.4  300  9.9  180  △10.6  30.97

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有

ynatori
新規スタンプ



※  注記事項 

   

  

 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

  

  

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年３月期２Ｑ 6,050,000株 25年３月期 6,050,000株

②  期末自己株式数 26年３月期２Ｑ 239,684株 25年３月期 239,684株

③  期中平均株式数（四半期累計） 26年３月期２Ｑ 5,810,316株 25年３月期２Ｑ 5,988,108株

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（１）経営成績に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済政策や日本銀行の金融政策への期待感から株価

の回復や円安の進行により輸出関連企業に業績改善がみられ、個人消費も限定的ではあるものの拡大傾向にあり、

全体としては穏やかな回復基調に移行しつつあります。 

 当業界におきましては、まぐろ類の漁獲不振・海賊問題は改善されず、燃料油価格の高止まりにより、依然とし

て厳しい経営環境が続いております。まぐろ類の取引価格については年末の需要期に向けてメバチまぐろ類の供給

量減少が見込まれることから上昇傾向にあります。 

 このような状況のもと当社の第２四半期連結累計期間の連結業績は、前年同期と比べ売上高は海運事業での傭船

方式変更により若干減少したものの、当初計画どおり運賃収入が第２四半期に集中計上されたことに加えて、日本

での超低温冷蔵船の揚げ荷日数短縮による運航効率の改善、為替・燃料油価格変動リスクヘッジの適切な実施など

により、営業損益・経常損益ともに前年同期ならびに業績予想を上回りました。四半期純利益につきましては、繰

越欠損金処理完了により前年同期と比べ減益となりました。 

  

  当第２四半期連結累計期間と前第２四半期連結累計期間の連結業績比較は以下のとおりです。  

(注)26年３月期第１四半期連結会計期間より、表示方法の変更を行ったため、25年３月期第２四半期連結累計期間

について当該表示方法の変更を遡及適用し、組替後の数値を記載しております。 

  

 また、主なセグメントごとの業績は以下のとおりです。  

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

 (百万円)

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間 

増減率(％) (自 平成24年４月１日 (自 平成25年４月１日 

  至 平成24年９月30日)   至 平成25年９月30日) 

 売   上   高    4,729 4,660  △1.4 

 営 業 利 益   124 163  31.1  

 経 常 利 益   99 140  41.0  

 四 半 期 純 利 益   107 67  △37.5  

セグメント(百万円) 

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間 
増減率

(％) 
(自 平成24年４月１日 (自 平成25年４月１日 

  至 平成24年９月30日)   至 平成25年９月30日) 

海 運 事 業 
 売 上 高  1,596 1,193  △25.2  

 セグメント利益 173 218  26.4 

貿 易 事 業 
 売 上 高  1,518 1,379  △9.1 

 セグメント利益 35 53  50.5  

洋上給油事業 
 売 上 高  1,412 1,879  33.0  

 セグメント利益 53 58  9.5  

船舶貸渡事業 
 売 上 高  201 207  2.7  

 セグメント利益 △14 △24  -  



 ① 海運事業 

 海運事業につきましては、前年同期は一部運搬船が受取口銭ベースでの受託契約への移行過程にあったため、完

全移行後の当年度は売上高が大きく減少しておりますが、セグメント利益はグループ運搬船の集中入港、日本での

揚げ荷日数の短縮による運航効率の改善、為替・燃料油価格変動リスクヘッジ実行による原価圧縮などが寄与し、

前年同期と比べ増益となりました。 

  

 ② 貿易事業  

 貿易事業につきましては、売上高において冷凍魚類輸入再販売が前年同期に比べ減少しましたが、輸出機械類の

販売が営業損益をカバーし、減収増益となりました。 

  

 ③ 洋上給油事業  

 洋上給油事業につきましては、販売数量の増加ならびに円安効果により売上高は前年同期を大きく上回りました

が、仕入原価の上昇を販売価格に転嫁できず、セグメント利益は売上高の増加率に比べ微増となりました。 

  

 ④ 船舶貸渡事業 

 船舶貸渡事業につきましては、USドル建て傭船料収入が円安効果により６月に実施したドック修繕による不稼働

期間の売上減少分もカバーし、ほぼ前年同期の水準を確保しました。 

    

   

（２）財政状態に関する説明 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ２億９千５百万円増加し、111億８千７百万

円となりました。このうち流動資産は、前連結会計年度末に比べ１億８千４百万円増加し、56億６千６百万円とな

りました。これは、受取手形・海運業未収金及び売掛金３億９千９百万円及び立替金１億４千９百万円などが減少

し、現金及び預金５億５千６百万円および前渡金１億２千３百万円などが増加したことによるものです。固定資産

は、前連結会計年度末に比べ１億１千１百万円増加し、55億２千１百万円となりました。これは、有形固定資産の

船舶において、減価償却費２億２千万円の計上による減少などがあったものの、投資その他の資産において長期貸

付金３億３千３百万円の増加などがあったことによるものです。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ２億９千３百万円増加し、78億４千４百万円となりました。これは、流動負債

で海運業未払金及び買掛金１億３千５百万円、預り金９千万円などの減少および固定負債で特別船舶修繕引当金７

千８百万円、社債の償還５千万円などの減少があったものの、短期借入金３億１千３百万円及び長期借入金４億３

千９百万円の増加があったことによるものです。   

 純資産は、前連結会計年度末に比べ２百万円増加し、33億４千２百万円となりました。これは、利益剰余金９百

万円の増加があったことによるものです。 

 この結果自己資本比率は、前連結会計年度末より0.8ポイント減少し29.8%になりました。   

     

（３） キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

５億５千６百万円増加し20億７千６百万円となりました。 

 営業活動の結果、増加した資金は２億６千２百万円（前年同期は２億４千７百万円の増加）となりました。これ

は、主に税引前当期利益１億４千万円、減価償却２億３千４百万円などによるものです。 

 投資活動の結果、減少した資金は３億９千３百万円（前年同期は７億２千４百万円の使用）となりました。これ

は、主に貸付金の回収による収入が７億７千２百万円あったものの、貸付けによる支出11億１千４百万円などがあ

ったことによるものです。 

 財務活動の結果、増加した資金は６億４千４百万円（前年同期は５億８百万円の増加）となりました。これは、

主に長期借入金の返済による支出５億４千７百万円があったものの、短期借入金の純増額２億円および長期借入金

による収入11億円などがあったことによるものです。 

  

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 第２四半期連結累計期間における業績は、計画どおりに運賃収入が第２四半期に集中計上されたことに加え、日

本での超低温冷蔵船揚げ荷日数短縮による運航効率の改善および為替・燃料油価格変動リスクヘッジの実施などが

寄与し、売上高・利益ともに当初予想を上回り、連結・個別ともに業績修正をおこないました。 

 通期につきましては、超低温冷蔵船運航計画の見直しをおこなった結果、当初計画を上回る業績が見込まれるた

め連結・個別ともに通期業績を修正しております。 



２．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

海運業収益 1,798,345 1,401,127

海運業費用 1,538,688 1,084,152

海運業利益 259,657 316,974

貿易業収益 1,518,228 1,379,799

貿易業費用 1,417,777 1,260,697

貿易業利益 100,450 119,101

洋上給油事業収益 1,412,947 1,879,594

洋上給油事業費用 1,352,543 1,813,783

洋上給油事業利益 60,404 65,810

売上総利益 420,511 501,886

販売費及び一般管理費 296,111 338,798

営業利益 124,400 163,088

営業外収益   

受取利息 18,874 26,459

受取配当金 1,943 1,568

受取保険金 9,784 －

為替差益 3,251 4,234

デリバティブ評価益 － 10,733

貸倒引当金戻入額 1,977 449

その他 6,106 914

営業外収益合計 41,939 44,361

営業外費用   

支払利息 57,664 51,374

持分法による投資損失 2,100 12,209

その他 7,007 3,413

営業外費用合計 66,772 66,997

経常利益 99,567 140,451

特別損失   

固定資産除却損 － 139

特別損失合計 － 139

税金等調整前四半期純利益 99,567 140,311

法人税、住民税及び事業税 6,544 30,505

法人税等調整額 △14,954 42,323

法人税等合計 △8,410 72,829

少数株主損益調整前四半期純利益 107,977 67,482

四半期純利益 107,977 67,482



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 107,977 67,482

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △10,385 9,572

繰延ヘッジ損益 △1,880 △4,932

為替換算調整勘定 △927 1,481

持分法適用会社に対する持分相当額 △3,864 △13,273

その他の包括利益合計 △17,057 △7,153

四半期包括利益 90,920 60,328

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 90,920 60,328

少数株主に係る四半期包括利益 － －



（２）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,672,115 2,228,119

受取手形・海運業未収金及び売掛金 1,584,449 1,185,423

商品及び製品 218,257 221,581

原材料及び貯蔵品 255,273 282,739

その他 1,787,516 1,776,365

貸倒引当金 △36,362 △28,172

流動資産合計 5,481,249 5,666,057

固定資産   

有形固定資産   

船舶（純額） 4,177,459 3,960,804

その他（純額） 449,686 443,851

有形固定資産合計 4,627,146 4,404,656

無形固定資産 41,307 59,970

投資その他の資産   

その他 804,072 1,123,230

貸倒引当金 △62,436 △66,612

投資その他の資産合計 741,635 1,056,617

固定資産合計 5,410,088 5,521,244

資産合計 10,891,338 11,187,302



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

海運業未払金及び買掛金 1,133,977 998,539

1年内償還予定の社債 100,000 100,000

短期借入金 1,330,720 1,644,530

未払法人税等 70,832 30,899

賞与引当金 39,037 24,218

役員賞与引当金 35,000 －

その他 538,672 448,999

流動負債合計 3,248,239 3,247,186

固定負債   

社債 190,000 140,000

長期借入金 3,752,950 4,191,990

退職給付引当金 178,218 162,824

特別修繕引当金 87,371 8,516

その他 93,973 93,973

固定負債合計 4,302,513 4,597,303

負債合計 7,550,752 7,844,490

純資産の部   

株主資本   

資本金 890,000 890,000

資本剰余金 961,593 961,593

利益剰余金 1,528,965 1,538,344

自己株式 △49,151 △49,151

株主資本合計 3,331,406 3,340,785

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 15,895 25,467

繰延ヘッジ損益 △21,805 △26,738

為替換算調整勘定 15,089 3,296

その他の包括利益累計額合計 9,179 2,026

純資産合計 3,340,586 3,342,812

負債純資産合計 10,891,338 11,187,302



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 99,567 140,311

減価償却費 219,928 234,203

持分法による投資損益（△は益） 2,100 12,209

貸倒引当金の増減額（△は減少） △73,068 △4,014

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,947 △14,818

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △35,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,115 △15,394

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △148,948 －

特別修繕引当金の増減額（△は減少） 7,571 △78,855

受取利息及び受取配当金 △20,818 △28,028

支払利息 57,664 51,374

デリバティブ評価損益（△は益） 3,258 △10,733

為替差損益（△は益） 18,500 △44,216

売上債権の増減額（△は増加） 452,747 399,025

たな卸資産の増減額（△は増加） △85,065 △30,790

仕入債務の増減額（△は減少） △118,829 △119,739

その他 △133,693 △107,141

小計 283,747 348,392

利息及び配当金の受取額 25,327 20,102

利息の支払額 △58,845 △39,703

法人税等の支払額 △2,957 △66,783

営業活動によるキャッシュ・フロー 247,272 262,008

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 － 30,000

定期預金の預入による支出 △30,000 △30,000

有形固定資産の取得による支出 △573,775 △20,870

無形固定資産の取得による支出 △33,368 △25,224

貸付けによる支出 △815,000 △1,114,985

貸付金の回収による収入 727,511 772,335

その他 △35 △4,696

投資活動によるキャッシュ・フロー △724,667 △393,440

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 650,000 200,000

長期借入れによる収入 400,000 1,100,000

長期借入金の返済による支出 △436,800 △547,150

社債の償還による支出 △70,000 △50,000

自己株式の取得による支出 △34,300 －

配当金の支払額 △55 △57,871

財務活動によるキャッシュ・フロー 508,844 644,978

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15,571 42,458

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 15,876 556,004

現金及び現金同等物の期首残高 1,108,908 1,520,125

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,124,785 2,076,129



 該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。   

   

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）



   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日） 

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１. セグメント利益又は損失（△）の調整額124,097千円には、セグメント間取引消去7,500千円、各報

告セグメントに配分していない全社費用131,597千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。  

（注）２. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  ２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

     該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日） 

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１. セグメント利益又は損失（△）の調整額143,377千円には、セグメント間取引消去8,100千円、各報

告セグメントに配分していない全社費用151,477千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。  

（注）２. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  ２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

     該当事項はありません。 

  

 ３. 報告セグメントの変更等に関する事項 

   第１四半期連結会計期間から、不動産事業の重要性が低下したため、従来は売上高及び売上原価として表

示していた当該事業にかかる収益及び費用を、営業外損益に計上する方法に変更しております。これに伴

い、当該事業を報告セグメントから除いております。 

    なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当該変更を遡及適用しております。  

（セグメント情報等）

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書  
計上額    
(注）２ 

海運事業 貿易事業 
洋上給油  

事業 
船舶貸渡  

事業  
計 

売上高             

外部顧客への売上高  1,596,403  1,518,228  1,412,947 201,942  4,729,520  －  4,729,520

セグメント間の内部
売上高又は 振替高 

 －  －  － －  －  －  －

計  1,596,403  1,518,228  1,412,947 201,942  4,729,520  －  4,729,520

セグメント利益 

又は損失（△） 
 173,064  35,663  53,789  △14,019  248,498  (124,097)  124,400

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額   
（注）２ 

海運事業 貿易事業 
洋上給油 
事業 

船舶貸渡 
事業  

計 

売上高             

外部顧客への売上高  1,193,675  1,379,799  1,879,594 207,451  4,660,520  －  4,660,520

セグメント間の内部
売上高又は 振替高 

 －  －  － －  －  －  －

計  1,193,675  1,379,799  1,879,594 207,451  4,660,520  －  4,660,520

セグメント利益 

又は損失（△） 
 218,774  53,695  58,939  △24,943  306,465  (143,377)  163,088
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